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１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
北
海
道
北
斗
市
向
野
地
内

の
大
野
変
電
所
か
ら
同
市
中
野
地
内
に
独
立
行
政
法

人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
が
建
設
を

予
定
し
て
い
る
北
海
道
新
幹
線
新
函
館
変
電
所
（
仮

称
）
ま
で
の
延
長
約

7•
3
›
（
以
下
「
本
件
区
間
」

と
い
う
。）を
全
体
計
画
区
間
と
す
る
「
特
別
高
圧
送

電
線
Ｊ
Ｒ
新
函
館
線
新
設
工
事
及
び
こ
れ
に
伴
う
附

帯
工
事
」（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）の
う
ち
、

上
記
の
起
業
地
に
係
る
部
分
で
あ
る
。

本
件
事
業
の
う
ち
、「
特
別
高
圧
送
電
線
Ｊ
Ｒ
新
函

館
線
新
設
工
事
」（
以
下
「
本
体
工
事
」と
い
う
。）は
、

電
気
事
業
法
（
昭
和

3
9年
法
律
第

1
7
0号
）
第

4
8条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
起
業
者
に
よ
り
、
事
業

用
電
気
工
作
物
の
設
置
工
事
と
し
て
、
そ
の
計
画
が

経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
北
海
道
産
業
保

安
監
督
部
長
へ
届
出
さ
れ
て
お
り
、
法
第
３
条
第
1
7

号
に
掲
げ
る
電
気
事
業
法
に
よ
る
一
般
電
気
事
業
の

用
に
供
す
る
電
気
工
作
物
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す

る
。ま
た
、
本
体
工
事
の
施
行
に
伴
う
附
帯
工
事
と
し

て
行
う
、
資
材
搬
入
路
及
び
支
持
物
工
事
用
地
の
設

置
工
事
は
、
法
第
３
条
第
3
5号
に
掲
げ
る
事
業
に
該

当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
家
公
安
委
員
会
の
所
管
す
る

関
係
法
令
に
規
定
す
る
対
象
手
続
等
を
定
め
る
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
家
公
安
委
員
会
の
所
管

す
る
関
係
法
令
に
規
定
す
る
対
象
手
続
等
を
定
め
る
国
家
公
安
委
員
会
規
則
（
平
成
十
五
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則

第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
四
の
表
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家

公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
項
中
「
並
び
に
第
一
条
の
六
第
二
項
」
を
「
、
第
一
条
の
六
第
二
項
」
に
、「
第
二
条

の
三
」
を
「
第
二
条
の
四
」
に
、「
並
び
に
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
、
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

に
第
二
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
二
の
表
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
項
中
「
第
二
条
の

三
」
を
「
第
二
条
の
四
」
に
改
め
る
。

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
自
動
車

専
用
道
路
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
豊
岡
河
川
国
道
事

務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

谷
本

光
司

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

四
百
八
十
三
号

`

指
定
す
る
道
路
の
部
分

区

間

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

養
父
市
八
鹿
町
国
木
字
桑
カ
セ
五
五
一
番
一
か
ら
朝
来
市
和
田
山
町
加

都
字
柏
原
一
二
二
五
番
四
ま
で

一
一
∑
五
〇
〜
三
二
八
∑
〇
〇
一
三
∑
九
三
五

a

指
定
す
る
期
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日

九
州
地
方
整
備
局
長

吉
崎

収

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

二
百
九
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

久
留
米
市
日
吉
町
一
六
番
二
二
か
ら
同
市
日
吉
町
一
六
番
一

九
ま
で

前後

二
九
・
五
七
〜
三
五
・
〇
〇

三
六
・
〇
五

〇
・
〇
五
一

〇
・
〇
五
一

a

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
福
岡
国
道
事
務
所

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
九
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日

中
部
地
方
整
備
局
長

梅
山

和
成

一

施
行
者
の
名
称

岐
阜
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

可
児
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
二
十
六
号
広
見
宮
前
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
至
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

岐
阜
県
可
児
市
下
恵
土
字
豊
田
及
び
字
宮
前
地
内

使
用
の
部
分

な
し

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日

九
州
地
方
整
備
局
長

吉
崎

収

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

二

百

九

号

久
留
米
市
日
吉
町
一
六
番
二
二
か
ら
同
市
日
吉
町
一
六
番
一
九
ま

で

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
福

岡
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
十
一
号

尻
別
川
水
系
に
係
る
指
定
区
間
外
の
一
級
河
川
に
つ
い

て
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
付
け
で
告
示
さ
れ
た
建
設
省

告
示
第
八
百
三
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

関
係
図
面
の
う
ち
、
第
四
号
図
及
び
第
五
号
図
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
小
樽
開

発
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日

北
海
道
開
発
局
長

関

博
之

（
図
面
省
略
）

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
十
二
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日

北
海
道
開
発
局
長

関

博
之

第
１
起
業
者
の
名
称
北
海
道
電
力
株
式
会
社

第
２
事
業
の
種
類
特
別
高
圧
送
電
線
Ｊ
Ｒ
新
函
館
線

新
設
工
事
及
び
こ
れ
に
伴
う
附
帯
工
事

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
北
海
道
北
斗
市
文
月
、
野
崎
、
清

川
及
び
村
内
地
内

２
使
用
の
部
分
北
海
道
北
斗
市
文
月
、
野
崎
、
清

川
及
び
村
内
地
内

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
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